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コイズミ 学習家具

取扱説明書( 保証書付き)

●マルチラ ック
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こ の たびは コイズミ 学習ま 具をお買い よ､|ﾌ い゙ ただき、 まこと にあり がとう ごぎ い:Jﾐ9‾｡

●ご 咄同り こ、こ の 取両 説明 器を よく£丿読みのう えiEしく お咄 いくた さ 八

● 準故 防止 応、安 全のため。「使用 上の注愚 」を 必ずお 腎り いた だいて ご使 用く ださ い。

●お 読みFこな つ茫後は 大切Fこ保存していただき、贋扱い のわからない ときにお役立てく ださい。

木製品について

肘告

注意

Ｇ

●展示品 とお届 け品 とでは 多少 木柄や色 か遅うこ とがあり ま す。

●力の11Jなり 具合に よ･=)で は表 面に押し キズ、 打ち=ｔ ズ、塗 装はげ芯

を生じ るこ と があ りまｙ 。

こ の 取 扱説 明 書のマ ータに つい ‾（

脱明 ●中 の「 警告」は人§ 事 故の 原因にな る 忿険を示しま ず。

説明 書９ の「 注嘸」rま障 憲や 物的 損幽の 原因 にな る危険 遥示しま す。

このマークのついている説明文

は必ず守ってください。 ∠h

－ １ －

こ のマ ークの｢コい てい る説明 文

は 極l 二注 意してく ださい 。



１　組立て方法
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背板（ 澗面 Ｊ

キ ャ ス タ ー の 取 り 付 け

キ ？:Ｘタ ーは 、ス ト ッパ ー同 音キ ャ７､タ ーが２ 嘔

スト ッパ ー尽 しキ ？スタ ー厚29 、 付属し て おり ます。

スト ッハ ー付き キ ？ス タ ーはｉ 部分に 取り忖iﾌﾞ‾C≪ださ い。

スト ッパ ーな しキ ャスタ ーはほ1部公にＲ り41jiつてく ださ い。

●マrしＪラックはキ ャスタ ー|こより、自由に侈勣できます、

●移動を 少めだい3eは、ｎ 方 両珊のキｖ又ターの

ストッパーレバ ーを･紳し下げてください､．　　　_

圀 キやスター１ストッパー旧悪.I

丿 眼にキスが`コかないように
毛1r15蒼勁いてくたきい。

－ ２ －

回=1= ヤフ;ター１スト ッパーなし:･
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●･･

@ 上台と下台の組付け

可動碩laｔ 已 に２ 殴、 ’F台 仁９ 殴の 付け位il が あり まり‾。

そ の中 から ２ 段瓶 び、こ 使 用くだ さ い。
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la齢嘲召ヒ台哭やとして灰司ｆり

罵きほ1r9 日のｕｓ に可動瑚を

取り即j でく ださい｡

パックボ ードＥ使用しない馮８ は

Ｐ５ のバッジボードを使匍しｇい

埓息を即照く ださい｡

昇
圃 連紀牟ン

［!jaj士切り 吸は 下台 大り ・i!j以咀 ・地 政に 取りljlﾌ ること がで 丞まg ‾。

！咄£仕７り冶を 腿幻ｎ 口る泡は、可動唖のｔ に昨な　　 ’｡可動棚 憑ｔ 台天授11 段目；としてＲりf引フ尼場＆

の９てし1ないことを!s･２し てくてき 八　　　　　11　 可動棚への可勅廿｡でり 囁の取り!廿けはでき７りん。

0 唖の布海角の 欠きりり 部分|こ

りj旨パーツを遷.かtに 汰彭で

芒り込んで《.だr!い

-I-=･｢=-丿ﾐ.
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欠き取り図 分

@ ￥し 込ん茫棋ぎて可む吃Ｘり 籾巨

平召におこしてと｡尻７ 唄になめ込

んで（ ださ1ｙ
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下台天糎の欠き取り 部９にに1.付属のふた部９が煕引 寸け できます，

圀ダポを使りて付属のふ心部Ｍを阿りiglフてく厄きい．

眼下台大板こ 可動lt切り板･を取り付ける 場包iJ、

ふた部材を畝り旧ける茄に取り旧けてく だ己い、

ふ た部材

嘲ダボ

脚 ラ ン ド セ ル ハ ン ガ ー と カ バ ン フ ッ ク の 取 り 付 け

ランド セ ル ハン ガ ーは 卜台fl 板 左右 と:ちら で七。 政り¶|ける こと がil 嘔 で1･。

ランド セル ハン ガ ーを 鴎り 付け 召いｌ 所の 早ジ穴にdま

EI ナット ■ キ ャップ をは め込 んでく だ さい 。　
僊｡吸ｇぺ=|

崩 ボルト･lj6 ×25:　 ＼`

Ｘ
へ 圃 刀パンフ･51ツ

汀 心
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●ランドセルハンガーの使用方泗

①吊り下【ずバーヘの肩ひものか|う方

愉 ＼ｊ
2:t;|つ掛け 部へのＲ 付け方

－４ －

ふ茫 部材

噸ダ ボ

Ｑ ランド 包ルハンカー・カパンフウク|=i
それぞれｌ 同１ １ｃｘｇです｡

●軸･10121μじのりのIXj･17蜀こａｓ 炉９力の

陛ｘ`ｃ なりＩＩＩ。
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■ バ:ツ ク ポ ー ド の 使 用 方 法

パッ７ボ ードｓ 哩明フィルムとホワイトボ ードの２碩から隅朕さ

れて13りま‾i。

透明フ ィルムとホワ イトボ ードの閻に付属のハッ９ぷードシート

をはさみ、透明フ 。-ﾙなの上からアル⊃－ルヤ生インキのペンでｌ

き込んでご屈月く だ１ い。

Λ アルこ:1－ル性インキ以外のベン石岡 用したＳ合．

ほい て=らイン クがＲ れない凋 合力鳴 り 聶乳

と インクび付■して長時間 辰瀾 すると、

インク汚ｎ が落り1こくくなることがありま す、

落石にくい 還８ はアルコ ールφ簿めた中性洗｡剤で拭き とってく ださい。

４･ 透明フｆ ルムが淘け弔原 函に９り 泄孔

エ｡亦ワ イドボ ードへはインりでのＳ■込みぽ出 采屎幇ん。

■ パ ッ ク ボ ー ド の 取 り 付 け

j.`かまち 下紗にある溝［ バックボ ートを押り入れ

て（ ださい，

ｚｔｔこ押し・ は 恐喘ｓ で背咽にあて ．その戎ｉ Ｆ

ｒこ？らしｇ がら，パックボ ード受17部11の呉に

はめ込λ,てください，

汚jRりは７しの啄は右 ‾Ｆの ハフ？ボ ードを唄円し

貯りは すしてく 尽きい。

■ バ ッ ク ボ ー ド シ ー ト の 使 用 方 法

パックポ ード シ ートの戮は「ほ「豚 県 」

冑は 「９ んてもメモ」と尽＝〕て５り ま９．

用 途1ご合わtμて便呵 する面唇お湛びく?てさい。

時間ｉﾘ表砦堕用 する揖忿は、パックボートをう ツタから 取

り外したixＳ で自 然込み、その後につツワにｎり 印j ると

切月しや ずく 尽コておりま 貳

〈 バックボ ードシート 〉

表
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iな んでも メモ:･

かま５

〈 パックボード 〉

rＰ μツ９ボード

。

二
J'＼

・

ふ

パップボード受1］g湘

●yi ツ ク ボ ー ド を 使 用 し な い 認 合

パッワポーＦＩ 閔司 しない喝合は．バッ９爪－卜及ひ、

パックボード爾け部材砦取り外 すことなで合ます．

上ｓri恢の?'sＩ;からボルト４Ｍ４×22121g 取り外してく ださい．

ﾄﾞｹこご禰
。卜 →

バッり４－ドセそのＪま` 心二引き吸いてく心さいｴ

毫Ｍりクポード受け肛阿ｌｎり外すと

パ･タグボートが僑うて（ ることが
昴りま・ ので．ご淫早くださぺ で

－５ －

-



棚仮にプリンター尽どの電化製品を臨Ｓ ずる需合は、左晦角の欠き17り部分９こ〕－ドフッシュとしてご便用ください。

下台天極

欠き取り部９

垣極

欠酒取り 部分

■引出しの取り外しカ法

゜･尼 化製品を設ｌ ・ る場ａrよ キ マスタ ーの

ストッパーしパ ーを押し刊ブてご娃 用くた’

惑い、まだ、 マルチラックを移動 する吟 乱

電 化釦昴の&1;汽みプラグ唇抜いてく巧さしじ

ゅﾘj災・蕩 凧・弧;ijのｓ 匯 仁収り 限９、

背板

欠き取り昌匈

可動糊

欠き回り 部分

f=QII』レ ールIJレμ 一回Ｆ へ．

ぞ剔レ ール|ぴしパーを1.へ伊しながう引心りを怖くと はす４ ま了．

９5 ぽ し内のり 句恥こ15賤 で 乳
４･5kg 以上のものをいれると託哨り７刀の

原iｘ になりrt;す。

● 弓」出 し の 取 り 付 け 方 法

アウタ ーレ ール（本 仏利）|こ政りＭけ てあ 惑瓦 右の･Jテーフ ーを屋までｉ せてから、

固胎八－ツの満にインこ1･－レ ール 陪l 出し側 ）ぞ措 の 込九でく たｅｌＡ

両ｆ で51出し 恥囁を押1.･込んで配付iｺで《 瓦芒iい。

加ぶめ込み咄 乱ﾓｉ ちのり ールを１ 咄こほめ込柘でください。

● 引 出 し が か た く な っ た 時 の 対 処 方 法

● でルチランヽクの引出しには｡ ３段引ｊ レール砦哩用しています。

cI出しe145

このし ールの碍過巧１ £．弓|出り を暇後まで引き出さ す問雙をくりかλ し唖い続り た梶合、引出りがか尼≪

なることがありｉ 弓が、己.1gでは恥０１７t!ん．ｓ口rこ分!フて少し彊く弓la、ｓ 後蔽で引泄出してくＥ きい．

●こり てｔ.ａＭさ･ｎ ない:易ぶ ぶ、レ ールの郭 ４５ｔλらり・lr ので、ｉｉｇ いよjづの旭 売り こご司政く ださい、

－６ －



■家具の置き方

●地霞召で忍s≡1が倒れ．にjがを・ ることが15るのて、瞳蜀の勿・

席・ｘ14弓に固定円金貝９ 固定剖叩で．し っかり広遠してくださ
い．また、否具のｔにものｉｓ＜む、落５ てＧが巨・ ることがａ

るの‾ご、ｌ き万にご珪審.く哨さい．

●高温。多湿の部,ｉ では，１９.が洲■するとカピ

りダニり 允ｌしｑｉ りａり ，|建嘸壱遡７惑ここが

ありまｉ､，写 貝の胃町;も空気が流ｎ るよ･う§1から
少し駆し廻りcIDc ・laxy 望ａしい），116厘の換

気牙して（ たさい。

●口駒田
ないよう

色したり

ytや熱・冷喝弓器の強肌盲がXi唄当瓦ら
にしてくだ６い。家兵がゆがんだり｡ 恟

俘る原囚になることが馮りま丁。

●ｓ 具は水平を況フぷうに遡いてくたａい。球夕
ツ不のま 深便つでいると、回の間叩やsI出しの出

し 入れがスム ーズでなひ71た広 原Ｑの盤度が蕩
６る活、家具がこわれにり 、|フがをｙる原因にな

ることがあり 塚９，

●保守・
－ I ㎜ ㎜ ･ ●㎜ ■ I F ■ ㎜ ■ - ●■

点 検

II I ●･㎜ ■㎜㎜ ■

注　意
● 取 句 金 物 尋の 固定 用 ネ ジ 類 が ゆる ん で

い な い か時 々 点 検レ ゆる み はじ ぬた

ら 、し っ かり し めXi し てく だ さい 。４

る ん だ ま ま 使 つ でい る と 家９ がこ わ れ

て ）ｊ がを ７ る こ と が 馮 リ ま･り’。ま た 、

家 具 の 移 動 をし た 河も 点 蝸し 。ゆう ん

で い たら 。し め直 し てく だ さ い 。

●・ 遍を

し てく
ので ．

発 見し た場今は 。ただちにｎ 虫 や防虫 処理を
な さい。 他からＪ が入ったこ とも 考凡ら れる

放・11 ち と虫害が拡大 する 恐４ があり ます。

剛断iiS を 皺ず

胤 旭 本 玄 興 産 寡 振 興 会

・ ひ３-３２６Ｆ-２８41５

㎜ ㎜ ㎜ ■ ■ I

■ ご 使 用 に あ た っ て

恚 ．驚
‥.

告..-　T

；
●ぷIMのEI装`ゆ咄吾剤･ｓのにａいが残つている・
ａ 。 購 人徽、

（ なり ま す。

てくだ さ い。

約２．３ 週哩でに
Pa・ を＋９にして

おり が気［ ならな
殴り限（ よ５にし

●弓l出しやSjきチの上に具・たり．扉ｌ にぶらｙ

びったり、むりＱ刀で引強り茫りし９いてく 茫'ａ

い．家.Ｑが暁lnて|Ｊかを することがあり ます． ま
茫。廉や弓|出しを四飴にいく⊃右闘17たり、
出し尽りし召いで下さい。蜀心が６ へ印り、

して、i･iがやぽ1禰をｉ ることが35りまｇ。

引き
･i 倒

●家具のｔ でと４ だり。旨み台代ｎ りに吹。こり

不要ｔ な吸劈で山にたりしないでください。

簑定唇（ ずt･、倒れてりびを することが恥りま苓。

●４=１１７ ターajの馮ｇ は、 その上に立つ二り、す

わ71こ手７激いく飢がし瓦り、φら下がゴこり、
押して遊んだりしないでください 。倒れてり がｌ

しこり､ 他のものこりし夕41りｌ るここがありｉ り'。

●取り は晋しのでさる瀕は、碑受§ を確実に 取り
{llJてくたｅい．印途平価晋取¶117でほ棚鰻なり

すれで．ものが洒ら、11がや破洒を弓｢ることがあ
りまｉ 、

●gS4

ｔ のを

手でり

を坏勁ｉ るﾖみは、落とし 茫幻倒したり
こわしrこり。けがｌ すｉ こ亡-かなり ぷ

フかりｉ コて逼んでください。

●１-ﾇ 俣葡シー
は映用しないで

り．シートの励

して
うに

卜９ として、雷化じ ニールシー
（ ださい。刄貝辺11頷が変甦し

び残ることびありま写。

卜

↑に

●家月の・に、加熱したなぺ・やかん写をｌ 箔屋
ｖａ いてく茫己い。こぴや変色の嶮酋になるこむ
びあり ます。

●シ ール９セロテ ープＳを 貼らないでく 砥さ い。
占ij びIJ び れることぴ而りｉ ・ 。

･ I ㎜ ■㎜ ■ ㎜ ㎜ ■

―了－



品番
Ｓ Ｄ Ｂ －

ＧＩＩこし周のａいリペ巾てに１こlごiiljくだＱい.ご

」

お

客

様

お名両

ご住所　Ｔ

ホ誦砥号（　　　l･　　　　　－

お買い 卜げ９

年　　 月　　 円

販売店名･住所･;R話番弓

削'[ こ] 家' 具

に 芯 な' ｀j゙ ';･tI‘こﾌﾆi:rごl

吋 ｶﾞ 雲 二 器 次;

R;2 期１･お宵い上げRよφ

３ヶ年

＊ご販売店様 へ

必ず♀項目をご記入のう えお客様:こ
お渡しください。

こ の保。｣!E掘は本書に示し た期洒条忖の

もとにおい て無料修埋をお約狽 するも
ので ‾1‾。従 フで。このli 証書によ フで
お客様の法律上の楕利を制限 するも の
ではありませyＷ

･[ゐ騎い5j 濯 り上Ｊ口､賑司lll. 及ぴ､ll●のわこ･るli・､ｇａ・
ｓｓ'あり言したら､ここ:･二貼･､ttけr､ 大必 こ俣４しぐ(だjい

〈無料修理規定〉

１．取扱説明書、木体貼付ラベル等の法意徘に従-ｊて正常な使用状態で保証期問内に故障
した場合に41無料修理をさサでいただきまｊ 。

イ無料修理をご依粕になる場合には商品と本書をご持参、ご提示のうえお蜀い上げの販
売店にご依頼ください．

て2おｎい上げの販売店4こ無ｎ修理をご依瑕になれない喝合には 下記のご相談窓口へご 連
絡ください、

２．保証期問内でも次の場合に:は蜀料修理になります．
工使用上の誤り及び不当な修理やａ 造による敵図及び搦傷

:７お買い上げ後の落‾F‾などによる故障及び損似
.3火災．地震．水害．落雷．そのー他天災地変 、異ｓI電圧 、指宇外の使用電源による故障

及び損嘔
り肖耗品の消耗、又ぱそれｃ.よる故障

５本書のご提示がない場合
６本書にお買い上げ年月ｕ 、お男様名 、販売店名の記入のない場合 、及び字句を書き員

えた場合
で寸; 沿 昌 燃 難 謳 燃 器 言

に
うヵ ９

．
３

．
７
．

や 。

コ イ ズ ミ フ ァ ニ テ ッ ク 株 式 会 社

大阪市西区阿波辿２Ｔ目1 昂1 号 入阪本町西鯛－ピルデｆンフ２Ｆ　凧０６1６５３５９８６５

Ｒ 仮洞謁祠と 釣りIIご禰明さｎ て芒･歌だ不明な心があ るとＳＭ 、おりIい 上ばの坂元応にこ 咽弧く ださい 、

啄哩り交換などの即|こ必要になりま７ ので。こ の取叩誠明阿を 六切に・ なしてくご さい。

蕎品のお閻いｅ わ 世、アフタ ーサービスは、Ｅ●い.Ｌげい 茫茫きまし 瓦版 売店にご相駁く ださ い。

Ｑ お 客 様 相 鱗 室 丿冨 部 黒
哩 ク フｒｌｌｌ ｌ 号 大阪 本王丿西芯－に:ルア ぞンジ･２Ｆ　Ｉ Ｑ６１６５３５１ｑｓ６5

コ イ ズ ミ フ ァ ニ テ ッ ク 株 式 会 社

〒５５０-ｏＱり　 人廻占 附区ｒ 波９ ２ 丁口１１ １り 人阪 本勁両哭－ビ ルディン グ２Ｆ

Ｍ有卵、電話ｌ 弓は蛮史になることがあり ます。あら かじめこ§ 瓢＜だ 好い

－８ －
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